























































































































が定められた。リチヤード l 世がイングランド王に即位したのちこれは、 2000マークの支払いを代償に
取り消されたため、固定され永続する関係にはならなかったが、事実の記憶は長く保持され続けた。こ
れ以後スコットランド王や王弟は、イングランド王の命を受けてイングランドでの評議会に頻繁に参加














る目もあった。第 2 . 3 章で見た、蔑み・野蛮視のみが、「ケルト的周縁」のネイションを見る特徴で
はなかったわけで、ある。また統合途上のスコットランド王国における、ネイション構成の多様性の一旦
も、ここから窺い知ることができた。
なおこれら 2 章で、扱ったスコットランド王国に関しては、補論 3 rスコットランドの形成と国王たち」
において、 6 世紀頃から「独立戦争」期に至るまで、とくにイングランドと密接な関係を結ぶ中で、ネ
イションが形成され展開する過程をたどった。































ここまで、特に第 4 章までは、同時代の叙述史料を主たる分析対象としてきたのに対し、つづく第 6
章 rrネイション・アドレス」考(1) J、第 7 章 rrネイション・アドレス」考 (2) J、第 8 章 rrネイショ






れまでほとんど類のない試みがこれらの章の内容である。 (1) ではスコットランド王家(マルコム 4
世・ウィリアム 1 世時代)およびウェイルズ辺境地方のヘリフォド伯、チェスタ伯、グロスタ伯、およ
びイングランド王家(スティーヴン王時代)、 (2) ではスコットランド王家(デイヴイツド 1 世を中心
に)、ハンテインドン伯、イングランド王家(ウィリアム l 世まで、およびヘンリ 2 世(大陸関係) )、
フランス王家(フイリップ l 世・ルイ 6 世・フイリップ 2 世)、ポンテュ伯、リンカン司教、カンタベ
リ大司教、ヨーク大司教、ノリッジ司教、ヘリフォド司教、ウインチェスタ司教、パース・アンド・ウェ
ルズ司教、エクセタ司教、ウスタ司教、コヴエントリ・アンド・リッチフィールド司教、ロンドン司教、









































察したものである。全体は、 8 章と 3 つの補論から構成されている。









代が下ると「スコット人」という表現に収飲していくことが確認された (1同化」過程の進展)。第 4 章
「イングランド宮廷とケルト的周縁」では、 12世紀後半の北部イングランドと深い関わりを持つ聖職者
ロジャの著作により、イングランドと周縁諸地域の交渉の諸相をたどり、イングランドが様々な形で、
ブリテン諸島に宗主権を浸透させていくさまが確認される。第 5 章「マンと諸島の王国史論」では、今
につながるネイションではなく、それらの中にあって王国としての独立性を一時享受したが、 13世紀に
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それを失うに至る島興域の歴史がその内外のまなざしから再構成された。第 6~8 章「ネイション・ア
ドレス考(1) ~(3)J は、「フランス人であれ、イングランド人であれ」のように言及されるネイション
呼称について、その現れ方の変遷そのものを証書史料に探ったもので、たとえばイングランドでは「同
化」の進行により「フランス人」と「イングランド人」の区別がますますつけがたくなっていったこと
により、 12世紀後半以降ネイション・アドレスは下火になっていくことが明らかにされた。
本論文は、年代記や証書類などの浩i翰な史料を網羅的に分析し、 11~13世紀の「ブリテン諸島史」に
おけるネイション意識の現れとその変遷の諸相を明らかにした。その考察は、高度に実証的であって、
多くの新たな見解を含み、ブリテン諸島史研究を大いに進展させ、斯界の学問的発展に大きく寄与する
ものである。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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